
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
０
７
回 

 笠
捨
山
と
槍
ヶ
岳
に
靡
看
板
設
置 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
１
１
月
２
９
日
（
日
）
晴 

◇
参
加
者 

 

笠
捨
山
；
沖
崎
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、
畑
林
清
子
、

生
熊
千
満
子
、
高
階
美
根
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

７
名 

高
橋
桂
太
、
奥
理
恵
子
（
名
古
屋
市
） 

 
 
 
 

２
名 

 
 

槍
ヶ
岳
；
豊
嶋
寛
、
児
嶋
道
夫
、
中
前
偉
、
梶
野
照
雄 

 
 

 

４
名 

行
仙
宿
；
生
熊
敏
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
名 

計
１
４
名 

  

奥
駈
７
５
靡
の
内
、
１
番
か
ら
４
０
番
ま
で
の
靡
に
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。 

こ
の
中
で
熊
野
三
山
の
１
番
か
ら
３
番
迄
と
、
場
所
が
判
ら
な
い
３
０
番
千
草

岳
を
除
い
た
３
６
ヶ
所
に
靡
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

一
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
２
３
ヶ
所
に
看
板
設
置
を
完
了
し
て
お
り
、

今
回
の
２
ヶ
所
で
２
５
の
靡
に
看
板
を
設
置
し
た
こ
と
に
な
る
。 

今
年
最
後
の
看
板
設
置
と
な
る
で
あ
ろ
う
山
行
に
１
４
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
た
。 

 

朝
８
時
３
０
分
、
登
山
口
に
集
合
、
名
古
屋
か
ら
日
帰
り
で
参
加
さ
れ
た
高

橋
、
奥
の
両
名
を
紹
介
。
本
日
の
作
業
予
定
や
笠
捨
山
、
槍
ヶ
岳
班
の
組
分
け

な
ど
を
説
明
し
て
登
り
始
め
る
。
川
島
前
代
表
の
逝
去
場
所
に
立
ち
寄
り
、
児

嶋
さ
ん
が
持
参
し
た
生
花
を
供
え
、
中
前
君
が
心
経
を
唱
え
全
員
手
を
合
わ
せ

て
供
養
す
る
。 

 
 

 
 

 

川
島
さ
ん
の
慰
霊 

 
 

 

３
０
㎏
近
い
薪
を
運
ぶ 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
杭
や
標
板
、
道
具
類
を
分
担
し
て
小
屋
に
向
か
う
。 

送
電
線
下
の
伐
採
地
で
、
先
日
梶
野
君
が
小
切
っ
て
デ
ポ
し
て
あ
る
薪
を
各
自

何
本
か
を
持
つ
中
、
豊
嶋
さ
ん
は
背
負
子
に
２
０
本
近
い
薪
を
括
り
つ
け
て
小

屋
迄
運
び
上
げ
た
。
重
量
は
３
０
㎏
を
越
え
て
い
た
よ
う
だ
。 

「
皆
さ
ん
、
豊
嶋
さ
ん
は
８
５
才
で
す
よ
！
」
い
や
は
や
、
ま
い
っ
た
、
ま
い

っ
た
。 

全
員
が
小
屋
に
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
道
具
類
の
確
認
を
行
い
、
９
時
５
０
分
、

槍
ヶ
岳
班
、
笠
捨
山
班
の
順
に
出
発
し
た
。 

生
熊
（
敏
）
さ
ん
は
荘
川
桜
の
ネ
ッ
ト
張
替
え
の
た
め
一
人
行
仙
宿
に
残
っ

て
作
業
さ
れ
た
。 

【
笠
捨
山
班
】
旧
逓
信
道
の
分
岐
で
槍
ヶ
岳
班
を
見
送
り
登
り
だ
す
。
逓
信
道

分
岐
の
道
標
は
、
杭
、
標
板
と
も
に
腐
食
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
交
換
が
必
要

だ
。
行
仙
宿
か
ら
３
０
分
ほ
ど
の
所
に
登
山
道
の
東
側
が
崩
落
し
て
い
る
場
所

が
あ
る
。
特
別
危
険
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
注
意
喚
起
の
た
め
に
５
本
の
杭
を 



 
 

 

旧
逓
信
道
分
岐
で 

 
 

ロ
ー
プ
取
替
の
必
要
あ
り 

 

山
頂
で
杭
を
打
ち
込
む 

打
ち
ト
ラ
ロ
ー
プ
で
防
止
策
を
と
っ
て
い
る
が
、
ロ
ー
プ
が
か
な
り
傷
ん
で
い

て
取
替
が
必
要
だ
。
笠
捨
山
の
最
後
の
登
り
、
鞍
部
か
ら
１
０
分
位
登
っ
た
所

が
小
さ
な
峪
状
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
右
上
に
登
る
の
が
正
規
ル
ー
ト
で
あ

る
が
、
直
登
す
る
人
が
多
い
の
か
、
尾
根
ま
で
の
ル
ー
ト
が
複
数
出
来
上
が
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
迷
い
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
前
、

三
井
さ
ん
か
ら
も
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
回
道
標
を
１
枚
設
置
し
、
白

の
幅
広
テ
ー
プ
と
白
ス
プ
レ
ー
で
丸
印
も
加
え
た
。 

 
 

 

靡
看
板
設
置 

 
 
 
 

 

風
を
避
け
て
休
憩 

 
 
 

 

行
仙
宿
に
戻
る 

 

１
時
間
５
０
分
で
笠
捨
山
山
頂
に
着
く
。
奥
駈
道
に
崩
れ
や
倒
木
は
皆
無
だ

っ
た
。
到
着
後
す
ぐ
に
靡
看
板
設
置
に
取
り
掛
か
る
。
碑
伝
の
あ
る
行
場
右
後

方
に
杭
を
打
つ
。
杭
は
ス
ム
ー
ズ
に
打
ち
込
め
て
靡
看
板
設
置
は
完
了
、
足
元

に
石
を
積
ん
で
補
強
し
た
。 

３
０
分
ほ
ど
後
で
山
頂
に
登
っ
て
き
た
３
人
組
か
ら
「
道
標
の
お
蔭
で
ス
ム
ー

ズ
に
登
っ
て
こ
ら
れ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

昼
食
時
、
ト
レ
ラ
ン
の
３
人
組
が
登
っ
て
き
た
。
持
経
宿
か
ら
３
時
間
半
で

こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
１
２
時
半
過
ぎ
に
山
頂
を
後
に
し
て
、
午
後

２
時
半
少
し
前
に
行
仙
宿
に
戻
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

行
動
タ
イ
ム 

 

行
仙
宿09

：50

→10

：05

旧
逓
信
道
分
岐
→11

：45

笠
捨
山12

：30

→14

：

10

行
仙
宿 

【
槍
ヶ
岳
班
】
旧
逓
信
道
（
笠
捨
山
捲
き
道
）
を
歩
く
の
は
２
０
１
８
年
３
月

以
来
な
の
で
、
登
山
道
の
状
態
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。 

 
 

 
 

 

鉄
塔
付
近
は
相
変
わ
ら
ず 

潜
ら
な
け
れ
ば
通
れ
な
い 

 

落
ち
た
桟
木
を
拾
い
上
げ
る 



豊
嶋
さ
ん
を
先
頭
に
歩
く
が
、
今
年
は
台
風
の
上
陸
も
無
く
、
大
雨
も
降
っ
て

い
な
い
の
で
、
登
山
道
は
大
き
な
荒
れ
方
も
無
く
、
２
年
前
と
殆
ど
変
わ
り
は

な
い
。
先
頭
の
豊
嶋
さ
ん
は
し
ば
ら
く
こ
の
道
を
通
っ
て
い
な
い
の
で
「
荒
れ

て
る
な
、
歩
き
に
く
い
ワ
」
と
言
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
進
ん
だ
。
鉄
塔
先
の
ベ

ン
チ
で
休
憩
。
ベ
ン
チ
か
ら
少
し
先
、
以
前
枝
先
を
切
除
し
た
倒
木
が
下
に
下

が
っ
て
き
て
、
枝
の
間
を
く
ぐ
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
い
ず
れ
は
切
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
枝
の
多
い
大
木
な
の
で
慎
重

な
作
業
が
求
め
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 

鉄
塔
広
場
で
昼
食 

 
 

 
 

槍
ヶ
岳
直
下
に
標
識 

 
 
 

鉄
筋
４
本
で
補
強 

何
度
目
か
の
ガ
レ
た
沢
を
越
し
た
と
こ
ろ
で
、
豊
嶋
さ
ん
が
つ
ま
ず
き
、
ひ
ざ

付
近
に
打
撲
傷
。
こ
こ
か
ら
一
層
慎
重
に
な
ら
れ
た
。 

２
時
間
半
弱
で
２
６
番
鉄
塔
広
場
に
到
着
。
１
２
時
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
昼
食

に
す
る
。
中
前
さ
ん
は
少
し
前
か
ら
右
足
の
不
調
を
訴
え
る
。 

食
後
、
槍
ヶ
岳
に
向
か
う
。
２
０
分
程
で
槍
ヶ
岳
の
鞍
部
、
石
柱
の
あ
る
場
所

に
到
着
。
鞍
部
に
降
り
る
手
前
は
左
に
登
る
必
要
が
あ
る
が
、
直
進
の
深
い
谷

に
下
る
よ
う
に
踏
み
跡
が
く
っ
き
り
付
い
て
い
た
。
間
違
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て

上
か
ら
見
て
い
た
ら
、
案
の
定
、
児
嶋
さ
ん
が
直
進
し
て
下
り
始
め
た
。
上
か

ら
大
声
で
間
違
い
を
知
ら
せ
る
。
こ
こ
に
は
帰
り
に
児
嶋
さ
ん
が
ロ
ー
プ
を
張

っ
て
誤
侵
入
を
防
ぐ
措
置
を
と
っ
た
。 

 
 

 
 

 

靡
看
板
設
置 

 
 
 
 

ト
レ
ラ
ン
の
３
人
と 

 
 
 

誤
侵
入
防
止
に
ロ
ー
プ 

４
人
が
揃
い
靡
看
板
を
設
置
す
る
。
石
柱
の
傍
は
岩
だ
ら
け
な
の
で
、
谷
側
の

離
れ
た
場
所
に
杭
を
立
て
る
。
３
０
㎝
位
は
打
ち
込
め
た
。
周
り
に
児
嶋
さ
ん

が
用
意
し
た
鉄
筋
４
本
を
打
ち
込
み
、
針
金
で
縛
っ
て
補
強
し
た
。
周
辺
に
岩

は
無
く
、
石
積
で
の
補
強
は
難
し
い
。 

作
業
終
了
間
際
に
ト
レ
ラ
ン
の
３
人
が
通
過
す
る
。
２
１
世
紀
の
森
に
車
を
置

き
、
Ｒ
４
２
５
、
白
谷
林
道
を
走
っ
て
持
経
宿
ま
で
行
き
、
持
経
宿
か
ら
奥
駈

道
を
走
っ
て
２
１
世
紀
の
森
へ
降
り
る
そ
う
だ
。
「
笠
捨
山
で
皆
さ
ん
と
お
会

い
し
ま
し
た
。
行
仙
宿
で
も
お
一
人
お
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。 

こ
の
３
人
を
加
え
７
人
で
写
真
を
撮
り
行
仙
宿
に
戻
る
。 

 

葛
川
辻
付
近
で
携
帯
電
話
が
圏
内
に
な
る
場
所
が
あ
っ
た
の
で
沖
崎
さ
ん



に
メ
ー
ル
を
入
れ
た
。
豊
嶋
さ
ん
は
旧
逓
信
道
を
戻
ら
ず
に
、
笠
捨
山
経
由
の

奥
駈
道
を
戻
ら
れ
た
。 

 

午
後
３
時
４
５
分
、
我
々
３
人
が
行
仙
宿
に
到
着
し
て
約
５
分
後
に
豊
嶋
さ

ん
が
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

行
動
タ
イ
ム 

 
10

：03

旧
逓
信
道
分
岐
→10

：31

鉄
塔
ベ
ン
チ12

：18

鉄
塔
広
場
・
昼
食

→13

：07

槍
ヶ
岳
の
鞍
部13
：32
→
葛
川
辻14

：05

→15

：30

旧
逓
信
道
分

岐
→15

：45

行
仙
宿 

 


